







































































が前提にしている NSと NNSの間における対話が難しいことが指摘されている（杉原 2003，











































年 7月 24日から 8月 1日まで（28日を除く）の 8日間，毎日 2時間半ほど，同大学の教室を使
表 1 参加者の属性
出 身 国 日本 5名，韓国 3名，中国 1名，ナイジェリア 1名，ロシア 1名
年 齢 20代～60代（平均 35歳）
性 別 女性 8名，男性 3名
職 業 主婦 7名，教員 1名，学生 1名，アルバイト 1名，その他 1名
NNS の 滞 在 年 数 最短 3ケ月～最長 7年（平均 2年半）
NNSの日本語レベル5 初級 2名，中級 2名，上級 1名，超級 1名
150 世界の日本語教育
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